
湖西市定例記者会見 
 

 

と き  令和元年 10 月 31 日（木） 
                             15 時 30 分開始予定 

(議員全員協議会終了後) 

ところ  湖西市役所２階  市長公室 

 
 
 
 

１．豊橋技術科学大学との包括連携協定締結について 

                                        （企画政策課）資料１ 
 

 

２．総合計画審議会の開催について    （企画政策課）資料２ 

 

 

３．新所原駅デジタルサイネージ運用開始について 

  （観光交流課）資料３ 

 

 

４．市民臭気モニター（試行）の実施について （環境課）資料４ 
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市長定例記者会見資料 （令和元年 10 月 31 日）            資料 1 

タイトル 

 

豊橋技術科学大学との包括連携協定締結について 

所属名 企画部 企画政策課 

連絡先 外線℡  576-4910 

FAX   576-1139 

担当者 山本 

 

 人口減少問題や少子高齢化により、社会経済活動やコミュニティ機能が低下する中、こ

うした地域の課題解決を図るためには「産・官・学」連携による協力体制の構築が重要で

あり、市ではこれまでも近隣大学や企業との連携を積極的に推進してきた。 

今回、こうした取り組みを一層強化するため、市と豊橋技術科学大学は、相互の人的・

知的資源の交流と物的資源の活用を図り、産業振興やまちづくりなどの多様な分野で協力

し、地域社会の発展と人材育成に寄与することを目的とした包括連携協定を締結すること

とした。 

 

１ 連携協定の締結先 

    名 称：国立大学法人 豊橋技術科学大学 

    所 在：愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１－１ 

 

   ※豊橋技術科学大学の地方自治体との連携協定実績  

     愛知県、豊橋市、田原市、新城市、飯田市 

静岡県内では当市が初めてとなる。 

          

 ２ 協定内容   

   ① 地域産業の振興  

② 生涯学習、文化、福祉の向上 

③ 地域のまちづくり、災害に強いまちづくりなどの推進  

④ 人材の育成  

⑤ ＳＤＧｓの理念を踏まえた持続可能な社会、IoT 社会、多文化共生の実現   

⑥ その他必要と認める事項   

 

 ３ 調印式 

    日 時：令和元年１１月１１日（月） １１時 

    場 所：湖西市役所 市長公室 

 

 ４ 具体的な連携事業（案）について 

   ・市内企業等の採用活動（企業相談等）支援 

   ・市内企業等への就職学生紹介 

   ・市内企業等でのインターンシップ（実務訓練）受け入れ 

   ・市民や企業向け講習会・出前講座の実施支援（講師派遣） 

   ・市内企業等の大学見学（研究室訪問） 

                                     以上 

  



市長定例記者会見資料 （令和元年 10 月 31 日）            資料２ 

タイトル 

  

総合計画策定に係る 

 総合計画審議会の開催について 

 

所属名 企画部 企画政策課 

連絡先  外線℡ 576-4521 

    ＦＡＸ 576-1139 

担当者 野口 

【概要】 

  令和 3年度からスタートする次期総合計画は、喫緊の課題である人口減少対策など、

「職住近接」の施策を具現化し、定住促進に繋がる持続可能な発展を目的とした計画

を策定します。策定に向け、８月から９月にかけて市民ワーキンググループを開催し、

湖西市の将来像、次期総合計画のキャッチフレーズ案等について検討しました。市民

ワーキンググループの素案を参考とし、各分野から広く意見を聴くため、湖西市総合

計画審議会を開催します。審議会委員は、各分野の有識者で構成します。開催予定と

審議会委員については、次のとおりです。 

 

【情報】 

  開催予定 

 日時 会場 

第１回 令和元年11月11日（月）15:00～ おぼと３階研修室 

第２回 令和２年２月上旬予定 未定 

第３回 令和２年３月下旬予定 未定 

第４～６回 令和２年度に３回開催予定 

※審議会は各回とも公開とします。 

 審議会委員（氏名五十音順・敬称略） 

 分野 所属 氏名 

1 福祉 民生委員・児童委員協議会会長 井川 あい子 

2 学識経験者 静岡文化芸術大学副学長 池上 重弘 

3 金融 静岡銀行 湖西支店長 大石 倫正 

4 企業代表 ㈱デンソー湖西製作所所長 加藤 享嗣 

5 商工業 湖西市商工会事務局長 柴田 和利 

6 子育て しらゆりこども園園長 白井 祐子 

7 多文化共生 多文化共生社会推進協議会委員 末吉 由佳 

8 住民代表 自治会連合会長 竹島 清一 

9 企業代表 浜名湖青年会議所理事長 中島 治保 

10 若者代表 Kosai Saiko Laboメンバー 中野 七海 

11 教育 教育委員会 教育委員 袴田 雄司 

    （裏面へ）   

   

 



 

  次期総合計画の策定方針 

   人口減少・少子高齢化への対策、昼夜間人口差の解消は、湖西市にとって最重要

課題である。その中において、個々の住民のニーズや生活スタイルは多様化してい

るため、柔軟で効率的な施策展開、行政運営が求められる。 

   こうした状況に対応し、誰もが「住みたい・住み続けたい」と思えるまちづくり

の指針となるよう総合計画を策定する。 

    

   ○計画期間 ２０２１年度（令和３年度）から２０３３年度（令和１５年度） 

         の１３年間 

 

   ○計画構成 基本構想（１３年間） 

         基本計画（Ⅰ期５年間、Ⅱ期４年間、Ⅲ期４年間） 

   

 

総合計画キャッチフレーズ案（市民ワーキンググループ） 

市民ワーキンググループにて、まちの将来像（キャッチフレーズ）を検討し、多

くの案が出されました。 

≪キャッチフレーズ案の一部≫ 

▼食よし！業よし！！遊びよし！！！ ～住みたくなるまち Smile KOSAI～ 

▼「人・自然・産業」 未来への創造と調和 チャレンジ湖西！ 

▼明るく やさしい 住みたいまち KOSAI SAIKO 

▼ひと・自然・産業 未来へ続く Best balance city KOSAI 

    

以上   
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タイトル 

 

新所原駅デジタルサイネージ運用開始について 

所属名 産業部 観光交流課 

連絡先  外線℡ 576-4541 

    ＦＡＸ 576-4876 

担当者 山本(実)、杉本 

年間130万人を超える新所原駅利用者に対し湖西市の魅力と各種情報を発信するため、

下記のとおり、デジタルサイネージ（情報伝達用ディスプレイ）の運用を開始します。 

 

１ デジタルサイネージの概要 

(１)運用機器  デジタルサイネージ2基 

        55型（横置き）および43型（縦置き） 

 (２)設置場所  新所原駅自由通路2階 東壁面 

  (３)掲載内容  湖西市の観光・イベント情報、移住・定住促進に向けた湖西市の魅

力と各種情報を発信する静止画および動画 

  (４)再生方法  55型（横置き）：動画 最大30コンテンツを連続再生 

43型（縦置き）：静止画９秒×最大30コンテンツを連続再生 

 

２ 運用開始 

  (１)開始日時  令和元年11月12日（火）午前10時 

  (２)掲載コンテンツ（運用開始時点） ※資料裏面参照 

・市役所からのお知らせ静止画 10コンテンツ程度 

住もっか「こさい」定住促進奨励金／新婚さん「こさい」へおいでん新生活応

援金／きらっとウーマンプロジェクト／しあわせRINGの届書 ほか 

・市をPRする動画 4コンテンツ 

湖西市PR動画（KSL制作）／遠州新居手筒花火映像／関所ドローン映像 ほか 

 

３ 今後の展開 

  毎月１日、15日にデータを更新する。また、市役所外からもコンテンツを募集する。 

(１)掲載条件 

・公共的団体(自治会、商工会、農業協同組合等)及び地域活性化を目的とする団体

等が作成したものであって、一般を対象とするイベント等に関するもの 

・企業等が地域貢献や地域活性化を目的として作成したものであって、一般を対象

とするイベント等に関するもの 

・営利を目的とするものは掲載不可 

(２)掲載申込 

掲載を希望する場合は、更新日の１週間前までに掲載申請書およびコンテンツのデ

ータを観光交流課へ提出。 

 

  



新所原駅デジタルサイネージ 

掲載コンテンツ例 

 

【静止画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【動画】湖西市 PR 動画（KSL 制作） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               遠州新居手筒花火映像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 
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タイトル 

 

市民臭気モニター（試行）の実施について 

所属名 環境部 環境課 

連絡先  外線℡ 576-1141 

    ＦＡＸ 576-4880 

担当者 佐原 

 

【目的】 

「職住近接」による定住促進を進めるため、本市の臭気（特に畜産臭気）の実態を把握

することで、今後の臭気対策に資することを目的として、市民が臭気モニターとなり臭気

モニタリング（試行）を実施します。 

 

 

【内容】 

 （期間：第 1回） 

令和元年 11 月 1 日（金）から令和 2年 1月 31 日（金）まで 

 

 （調査地区） 

  市内全域（別紙のとおり） 

   

 （市民臭気モニターの選定） 

  市民臭気モニターを公募及び依頼にて選定しました。 

※14 者に依頼（個人 11 人、企業等 3社） 

 

 （モニタリングの内容） 

  毎日（1日 3回（午前・午後・夜））、自宅や職場で臭気を調査し、臭いを感じたとき

は、調査時刻や天候、風向き、風の強さ、臭気の種類及び臭気強度の各状況を調査票に

記録していただき、翌月 10 日までに報告していただきます。 

 

 （調査結果の活用） 

  この調査を実施することで、臭気の拡散状況及び気象条件、時間帯を把握し、豚舎の

改善や臭気指数の見直し等、今後の臭気対策に活用します。      

 

       

以上   

 

 

 



令和元年 １１月 １日～令和２年１月３１日

臭気モニター配置図

地区 人数

北部 1

岡崎 2

鷲津東 3

鷲津西 2

市場 1

白須賀 1

新居中之郷 1

新居内山 2

新居浜名 1

合計 14



調査地点：　　　　　地区名　　岡崎 町内名　　南台

№ 調査月日（曜日）
調査実施
（○・×）

天候 風向 風の強さ 臭気の種類 臭気強度 備考

○ 午前 6：00 晴 南 弱風 畜産 1

× 午後 　　　： 外出

○ 夜 19：00 0

○ 午前 7：15 曇 南西 弱風 畜産 2

○ 午後 13：30 曇 南西 強風 畜産 1

○ 夜 18：30 雨 無風 畜産 1

○ 午前 9：00 0

○ 午後 12：30 曇 西 弱風 畜産 2

× 夜 　　　： 外出

× 午前 　　　： 外出

○ 午後 14：00 0

○ 夜 19：30 0

○ 午前 10：00 晴 無風 その他 0 燃焼系の臭いがした

○ 午後 15：00 0

○ 夜 20：00 晴 無風 排水溝 1

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

午前 　　　：

午後 　　　：

夜 　　　：

臭気モニタリング調査票　 (１１月分）
報告者（　　　　　湖西　太郎　　　　　）

調査時刻

1 11月　1日　（金）

2 11月　2日　（土）

3 11月　3日　（日）

4 11月　4日　（月）

5 11月　5日　（火）

6 11月　6日　（水）

7 11月　7日　（木）

8 11月　8日　（金）

9 11月　9日　（土）

10 11月　10日　（日）

14 11月　14日　（木）

15 11月　15日　（金）

11 11月　11日　（月）

12 11月　12日　（火）

13 11月　13日　（水）

 

 

【注意事項】 
・調査は、１日３回（午前・午後・夜）お願いします。 

 （午前→4：00～12：00、午後→12：00～17：00、夜→17：00～4：00） 

 

  ※ 調査をしたが臭わなかった場合は、「調査時刻」の記入と「臭気強度」には「0」の 

       記入をお願いします。 

  ※ 外出等で調査が出来なかった場合は、「調査実施欄」に「×」を記入してください。 

  

・調査時点の「天候」を記入してください。 

 （晴、曇、雨、雪） 

 

・調査時点の「風向」を確認してください。 

 （東、西、南、北、北西、北東、南、南西、南東など） 

 

・「風の強さ」を３段階で記入してくだいさい。 

 （無風、弱風、強風） 

 

・「臭気の種類」を記入してくだいさい。 

 （畜産、工場、排水、その他） 

  

・「臭気強度」を選んでください。 

   0.臭わない 

  1.臭う  ‐‐‐臭気を感じ、何の臭いか判別ができる程度 

  2.強く臭う‐‐‐すぐに何の臭いか判別が可能な強さ。強烈な臭い。 

記載例 
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